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高齢者足部・足関節疾患
外来診療のコツとトピックス

山口智志
Satoshi YAMAGUCHI

千葉大学大学院
国際学術研究院

わが国は高齢化率が 29.1％に達する，世界有数の超高齢社会で
す．そんな中，2022年 4月に日本医学会連合より「フレイル・ロ
コモ克服のための医学会宣言」が発表されました．宣言では，80
歳での活動性の維持を目指す「80 GO(ハチマルゴー)」運動が提唱
されています．足腰の健康を守り，生活の質を向上させる整形外科
医の役割はこれまで以上に重要になります．
足部・足関節疾患の診療が苦手な先生方は少なくないと感じま

す．その理由の 1つは，疾患の数が多いため，そもそも診断に難渋
することが少なくないことです．また，疾患によって治療方針も異
なります．そのため，足の診療ではまず疾患を知っていることが大
前提になります．そのうえで，適切な診断と病態の把握のもと，患
者さんの背景を考慮して治療の選択肢を提示することは，患者さん
の年齢にかかわらず同様です．また，他部位の整形外科疾患と同
様，足の疾患でもリハビリテーションを含めた保存療法は非常に重
要です．すべての患者さんがリハビリテーションで通院できるわけ
ではありません．外来診療でホームエクササイズを指導できるよ
う，医師も知識を持っておく必要があります．
本特集では，高齢者に多い足部・足関節疾患について，外来診療

での診断と保存療法を中心に解説していただきました．また，変形
性足関節症や強剛母趾，外反母趾では，装具治療を含めた保存療法
についてまとめていただきました．保存療法の効果が高い扁平足や
足底腱膜炎，アキレス腱症では，急速に普及している超音波診断や
リハビリテーションについて詳細に解説していただきました．さら
に，今後ますます重要性が高くなる高齢者のスポーツ障害・外傷や
糖尿病性足部障害についても，身体診察から検査・治療について概
説していただきました．
最後に，ご多忙のなかご寄稿いただいた先生方にあらためて深謝

します．本特集が明日からの外来診療の助けになるとともに，若手
の先生方が足に興味を持っていただくきっかけとなれば幸いです．
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